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○

　本研究は，地下空間を魅力的にするための空間概念として「期待感」を導入し，連続する地下空間

が途中で広がって拡大した場合に於ける①期待感を感じる位置，②期待感強さと物的条件の関係，を

明確化することを目的とする．そのため，地下空間での現地調査を行い期待感が最も強くなる位置の

存在を確認し，VTR映像を用いた期待感評価実験を行った．その結果，期待感最大位置とその位置

での期待感強さ，および位置と強さを決定する空間要因を抽出した．さらに，空間ボリューム変化を

示すCGモデル映像実験を行い，空間拡大時の期待感最大位置が断面不可視領域率により決定される

ことを明確化し，期待感最大位置とその位置における期待感最大強さにっいて予測式を求めた．
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1．はじめに

　　　空間の魅力は様々であるが，その中に静的な魅力と動

　　的な魅力がある．広場などで長時間快適に生活するため

　　には，人間をゆったりと抱擁するような安全でゆとりの

　　ある静的な魅力が不可欠である．一方，街路を散策する

　　ような場合は，空間が次々と眼前に展開し絶えず刺激が

　　変化する．　「何かありそうなj　「行つてみたい」　「吸い

つ驚蓉瀦著註量蒜ぎ嵩議糠愚こ野霧

　　たな場面の展開を期待している．この期待感が，空間の

　　動的な魅力と言うことになる．本研究では，このような

　　動的魅力としての「期待感」を地下空間を魅力的にする

　　空間概念として導入する．空間の期待感を，前方に「行

　　ってみたい」　「何かありそうだ」といった動的魅力とし

　　て定義し，この期待感と物的条件との関係を明確化する

　　ことを，本研究の目的とする．

　　　具体的には，第2章と第3章では地下空間を中心に現

　　地調査を行い，地下に代表される閉塞空間において，心

　　を高揚させるような人間の移動時における動的魅力であ

　　る「期待感」の要因を探り，第4章で閉塞空間において

　　空間が拡大した場合における期待感の位置及びその強さ

　　についてモデル実験を行い，空間形状による影響を分析

することにより，期待感最大位置及びその強さと物的条

件との関係の明確化を行う．

　現実の空間では，空間の魅力は，複数の要因が相互に

影響を及ぼし合っている．人間の心理面に影響を与える

それらの空間要因を探ることは，魅力ある空間を設計す

る為の計画条件を与える．本研究では，　「魅力ある地下

空間創造のために期待感が重要である」との考え方のも

とに期待感に注目し，その特性の理解が空間設計には不

可欠であると考える．そこで期待感の特性として期待感

最大位置と期待感最大値を取り上げ，この二つの特性と

物的構成との関係性の把握を行う．期待感特性と物的構

成との関係性の明確化は，地下空間をはじめ建造物の内

部空間への設計指標としての応用が可能であり，本研究

の果たす意義は大きい，

　期待感に言及した先学の書として，エドマンド・バー

ク（1757）1｝があげられる．バークは音の衝撃を例とし

て，音による衝撃の反復（人為的な無限）が次の衝撃へ

の期待感を生み，意外感等と重なって一層の緊張の高ま

りをもたらし崇高を生み出すと述べている，この場合の

期待感は原文ではexpcctationあるいはexpectで表現

されている．音の連続はある間隔で続くわけであるが，

それがいつかは途切れることがある，緊張は次の音への

期待でありなおかっ次の音が無くなることへの期待でも
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　　　　ある．

　　　　　街路の期待感に関してGordbn　Cullen（1961）2）は，期

　　　　待感（ahticipatioh）を自分の周囲の「こちら∫の空間と

　　　　その先の「あちら」の空間との関係性を示すhere　and

　　　　thereの概念と結びつけて，　andcipationばhereとthere

　　　　の関係性でその強弱が決定されることを宗唆している。

　　　　　またEdmund　Bacon（1968）3｝1まデザインの本質として

　　　　anticipation　をとらえ，町の中心に向かうときに出現し

　　　　た衝撃的な建籾の亀彩魁次に現れるであろう色彩への

　　　　期待感を高めている例をあげている．

　　　　　国内での事例研究としては，筆者等（1996，1997，

　　　　1999）注1による街路空間の期待感に関する一連の研究が

　　　　あげられる．窒間の動的魅力の指標とレて期待感の概念

　　　　を導入して，期待感の物的要因の抽出，期待感を与える

　　　　空間構成の分頚，を行い期待感の予測式を求めている．

　　　　木村等（1999）7）も，街路空間の魅力について景観の要素

○に対して抱かれる附感につし｝て分析を行・ている紬

　　　　下空間に関する調査研究に期待感の概念を導入すること

　　　　は筆者等（2000，加02）注2によって行われており，空間の

　　　　ボリュームが変化レたときの期待感と空間ρ物理量との

　　　　関係を分析している．本研究はこれら筆者等の地下空問

　　　　研究を発展させてまとめたものである．

ゆ

2．地下空間における期待感

　期待感は，空間構成そのものと，その空間における人

間の位置や視覚方向によって異なってくる．ここでは地

下空間での現地踏査を行い，期待感を感じる空間を抽出

することにより期待感の空間構成の分類を行い，期待感

最大位置の存在の確認を行う．現地踏査は表一1に示す

地下空間注3で行った．調査員4名注4それぞれが期待感

を感じた場所において，期待感が最も強まる位置で，期

待感を感じる方向の写真の撮影を行った，調査期間は，

平成13年6月9日～14日である，

（n期待感の空間構成

筆者等は既往研究注5において，

高低差上り，高低差下りの2分類された．さらに，空間

拡縮型は空問拡大と空間縮小に分類され，全体で図一1

に示す7‘分類となった　既往研究での空間が連続，空間

が分節，．空間により分離の3分類にっいては地下空間の

特性より該当事例がなく分類項目から除外した

　期待感写真の内分けは，空間曲折が33％と最も多く次

いで，空間拡大22％，高低差上り19％の順である（図一

2）．高低差下りは5％と少なく，高低差上がりの場合

　　　　　　表ご1現地踏査地下空間

搬名称

Temppeliaukio

Ch旺rch

Helsinki

Underground

Parking

Itakeskuε
Underground

舗㎜ing　Pool

所在地 Finland Finland Finland

構造・

内装

半地下ド払石積

み

吹付けコンクリート 吹付けコン列一ト

用途 教会行事，コ準ト 地下駐車場 用途水泳，室内
体操，シ」汐一

繊名称

Retretti　Art

Museu皿

Stoc㎞ol皿
Underground

Station

Olympic

Mountain　HalI

所在地 Finland、 Sweden Norway

構造・

内装
迷路状岩盤 岩盤，吹付けコンク

リ三ト

岩盤，吹付けコンク
リート

用途 展示，劇場，オペ
ラ，各種イベント

地下鉄駅・』 アイスホッケー，水泳

複合施設

期待感の強弱

　㊥弱
断面変化
　　　　上りa　　　　　　　下りa

⑳　　　、，，

窩豊型

平面変化

蘇　①空間曲折
壽　　　　上りb’

鯵　②高低差上り

鞠下りb蝿げ

　③高低差下り

醒　1r

窩篇型

囎　幽脇耐広大　　　　　⑤空問縮小

醗毬・

窩譲型 圃1劇1翻　　　　⑥鋤分離

1

窩霧型 鵬⑦目標物

翻㊥空間・まとま・覗点位置↑欄・方向ll空間を限定するも・

響4°

　　　　　　　　　　　　　　　・れまでの儲空曜゜

で行ってきた期待感の現地踏査での成果を踏まえ，空間罰2°

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムのまとまりとまとまりの関係に注目することにより，期量1°

待感の空間構成を9分類している注6．本研究ではこの

分類をちとに，まず地下空間での調査員4名による期待

馨空蘭写真（合計463枚）の空間構成を抽出♂集計し

た．これに基づき9分類を再構成した結果，空間構成

が，空間曲折型，睾間拡縮型，空間分離型，空間転移型

に4分類された．さらに空間曲折型は車面変化の空間曲

折と断画変化である高低差にわかれ高低差についそは

図一1　期待感のある空間構成

醗購暑
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　　　図一2　期待感のある空間構成
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と対照的である．目標物についても4％と少ないが，こ

　れはぼとんど意図的な空間構成であり空間事例数が少な

　いことによると考えられる；

　　期待感の空間構成には，これらの組合せの場合（合計

　145枚）があり，・空間曲折＋高低差上り45％，空間拡大＋

　目標物12％である．調査員間の個人差は少なく，期待感

　要因は空間構成の他に，やや隔たった先の空間の壁面に

　楽しそうな装飾が施されているといった内部装飾が関係

　するもの，洞窟の先に照明が輝いていたり，舞台のステ

　ージ（ρ一部にスポットライトが当てられているというよ

　うな光の演出によるものがあp，それぞれが空間への注

　目度を高め空間のまとまりを明確化することにより，

　期待感がもたらさせている， 調査員c 調査員D

4人同位置写真

　　　②期待感最大位置

　　　　各調査員別に，期待感写真のうち期待感最大位置から

○劣烈含馨灘護灘続莞駕騨雛甕

　　　置と方向がほぼ一致する空間写真が163枚（67地点）「に

　　　のぼった．図一3に4名及び3名の同位置写真の代表例

　　　を示す．これより期待感は，人間の位置と視覚方向によ

　　　りその強さが異なり，その期待感を最大とする位置が存

　　　在することが判明した．

、　　．調査員E
調査員c・

3人同位置写真

調査員ガ

3．期待感の位置と強さ

　期待感は，その発生位置と消滅位置，期待感が最大と

なる位置が存在する．そこで，ここでは現実の地下空間

に？いてそれらの位置と期待感の強さ，期待感の空間要

因をVTR映像実験により明確化する．

つ膿験方法
　　　実験は，現地において歩行速度で埠影した期待感があ

　　　ると考えられる空間のVTR映像湖を，手振れを補正しラ

　　　ンダムな順序で各被験者（名工大社会開発工学科学生16

　　名）に提示した．対象空間は，空間曲折6，空間拡大

　　　4，高低差下り4，空間分離3，高低差上り2の計19パ

　　ターンの17空間である（表一2）．期待感位置は調整法

　　　（各被験者が映像の再生・巻き戻しを行って位置判定す

　　る）で求め，期待感最大強さの測定は標準刺激映像（図

　　一4）の期待感強さを100として比較刺激映像を評価させ

　　るME法を用いた．標準刺激映像は実験対象空間以外の

　　期待感を弓童く感じる位置の静止写真を用いた．実験期間

　　は平成13年9月10，lI日である．

②期待感最大位置

期待感最大位置を最頻値により特定した9対象空間を

期待感が最も強4名同位置3名同位置2名同位置全酬
まる同位置数　　6地点　　17地点　　44地点　　67地点

図一3期待感最大位置写真の重なり

表一2実験対象空間の詳細

ハ’ ターンハ汐一ン

①

②

　　　施設名称
Itak6skロs　UndergroundSwi皿ing　PODl

③

一

Helsin駈UndergromdParking
婆下

Stockhol皿Underground
S【a巨on

⑪

⑫

1

③
　④

Retret［i　Art凹山seum
り

1蹄1皿Unde「g「°岬空
間
曲折

Retrem八rt　Hロseu皿 ⑬
IStockholm　Underground
Station

⑤ StockhoIm　Underground
Station Stoc㎞ol皿Undergromd

Station⑤　「

⑭⑥ Stoc㎞ob　Underground
Station

窩譲

、セnus　For【

⑦ 高山祭りミrジアム ⑮ 瑞浪地球回廊

⑧ 0馳pic田o山ntain　HaU ⑯ 名古屋市栄地下街肇

⑨ 、℃n賦sFo貫

覆養h

⑰ 名古屋市栄地下街

⑩ Venus　Fort

o［a罵「iロiiuロa伊inia曲

『1ト⑦

門些」

図一4標準刺激空間
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図一5に示す．図中の最大位置秒数は最大位置より分節
点注8に至るまでの残りの秒数を示し，：強さは期待感最大

強度を示している．空間⑤⑥，⑨⑩では，分節（間

口）から先の空間の視野わ撮大になる位璋で期待感が最

大となっている空間曲折では，先の空間が認識し易い

空間①は冨空間③と比較して分節（曲折）より距離が離

れた位置が期待感最大位置となっている．曲折角度カシJ・

さい空間⑱では曲折角度の大きい④より，分飾（簡口）が

大きい空間⑥では間口の少さい⑤よg分節より遠い位置

となる．空間拡夫では　手前の通路が広い空間⑨の方が

狭い空間⑩より，先の広場が狭い空間⑨の方が広い空間

⑦より分節がら遠い位置となる．期待感の発生位置と消

滅位置はデータにばらつきがあり，明確な結果は得られ

なかった．

　　　’③苅待感空門要因

　　　　－既1主研究9）℃抽出した期待感要因である木可視領域

う
　　　率遂図而め⑦，⑨，⑩の下側に鴎として示す，これら

　　　の期待感要因について，通路幅員が異なる空間⑨と⑩の

　　　期待感最大位置を比較すると，通路幅員が小さい⑩の方

　　　が最大位置が空間の分節点に近く，それぞれの最大位置

　　　　における水平不可視領域率は近似した値となっている，

　　　通路高の大きい空間⑦では，⑨と⑩と比較して期待感最

　　　大位置での平面不可視領域率は高いが，断面図の不可視

　　　領域率は低くなっている．以上より，期待感最大位置，

　　　は不可視領域率に強い影響を受け，先の空間の全容を平

　　　面的，または断面的にある程度認識したときに決定され

　　　　ると考えられる．

つ

㈲期待感強さ

　空間曲折の空間⑤と⑥を比較すると，期待感強さはそ

れぞれll9と106で分節（間口）が小さい空間⑤の方が期待

感の最大値は大きくなっている．また，空間拡大の⑨と

⑩を比較すると，期待感強さはそれぞれ107と113で同様

に間口が小さい空間⑩の方が期待感の最大値は大きくな

っている，他の空間構成については，期待感強さと諸物

的要素との関係性は明確ではない，

4．期待感最大位置の予測

おいては心理的に大きな変化を与える重要な空間構成で

ある．

m実験内容

　実験対象空間を図一6に示す．通路空間の上部を円形

ヴォールト型とし，目的空間を半球形ドーム型とした，

CGアニメーシヨン映像は，被験者が通路空間を十分認

識できるようにその長さを30m（徒歩で約21秒の距離）と

①最対旗15秒強さ96　　②最燗【砂強さτ9　　③最熾鼠12秒強さU7

④竜熾置紗強さH5　　⑤駄熾摩砂強凱9　　⑥最煙鄙吻強き閥

刈＝二／・i概［1
欄4q

⑦最雌置1砂強さ脇

・・】＝＝＝＝［臨・・E≡≡≡巫

⑨脚置脆秒強さm了　　⑩最脇砂強さ鵬

　CGアニメーション映像を用いた期待感位置評定実験を

行い，その結果をもとに，閉塞空間たおける期待感最大

位置を定量的に予測する．期待感の空間構成は様々であ

るが，本実験では連続した閉塞空間が途中で大きさが変

化する場合に着目し，それらのうちの空間拡大の場合を

対象とする．空間拡大とは，通路などの細い空間から広

場などの大きく広がる空間への変化であり，閉塞空間に

n2し

胆　加　1。o〔桝　：蹄視点位置 ●r賜博感畿大位匿　画：不可視領域　　A’：不可視癖

図中数嫁：単位回　　図中砂数：分甑点までの残0砂敗

図一5期待感最大位置の映像と平面図・断面図プロット

　　　　　　　　L生・轄・・1
台計パターン致：砂汐一ン

環串刺識匪量F」S巳〃科・a蜘経過砂敗12ゆ　　通路空間幅員吻変化　3バターン

図一6実験対象空間
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し，被験者の仮想歩行位置は通路中央，歩行速度は

85m！minに設定して作成した．この3次元CGデータを

VRMLファイル形式に変換してPC上で対象空間映像を

再生しDVDに録画したものを実験に用いた．実験対象

空間は，通路空間幅員と通路空間高さ幅員比，及び目的

空間半径を変化させた合計60パタニンで，これらをラン

ダムな順序に被験者（名工大社会開発工学科学生16名）に

提示した．期待感最大位置は，被験者自らが再生，巻き

戻しを繰り返して特定する調整法を用いて評定を行っ

た．被験者1人当りの実験時間は平均70分であった．実

験期日は平成13年11月13～16日である．

　　　　②被験者の評価傾向

　　　　実験の結果，被験者別，対象空間別に得られた期待感

　　　最大位置（経過秒数）をデータとし，まず特異回答被験

　　　者のデータを取り除くため，被験者16名のうち，データ

○醗製％鍵鼎講瀦鷲灘篇
　　　待感最大位置に及ぼす影響を求めるため，経過秒数をデ

　　　ーダとし対象空間をサンプル，被験者を変量として主成

　　　分分析を行った．主成分負荷量による被験者の布置図と

　　　主成分得点によるパターンの布置図を図一7に示す．パ

　　　ターンの布置図より，1軸は寄与率が70％で正の方向に

　　　通路高さの低い空間が，負の方向に通路高さが高い空間

　　　が付置されている．従って，1軸は通路高さ変化と解釈

　　　できる．n軸は寄与率が5％と低く，空間との関係も不

　　　明確で解釈は難しい．すべての被験者は，1軸に最も相

　　　関が高く，被験者の期待感最大位置の評定は通路空間高

　　　さ変化に強い影響を受けており，評価傾向はほぼ一致し

　　　ていると言える．

　　　〔3｝期待感最大位置と物的条件

つ　各パターンの購鵜大櫨の最頻値を代表値とし，

　　　通路高さ幅員比と期待感最大位置の関係を図一8に示

　　　す．どの幅員においても通路高さ幅員比が大きくなる

　　　と，期待感最大位置は分節点より遠く　（経過秒数が増

　　　加）なり，幅員が大きいほど，目的空間半径が小さいほ

　　　ど，期待感最大位置は分節点より遠い，これらの物的要

　　　因から，期待感最大位置の決定要因として既に見えてい

　　　る空間領域の大きさ（可視領域〉と，まだ見えていない

　　　空間領域（不可視領域）の大きさが考えられる．

〔4［期待感最大位置の予測

　期待感最大位置の決定要因として面積・断面・体積そ

れぞれの不可視領域率を図一9のように定義し，各パタ

ーンでの位置変化と不可視領域率の関係を分析した．そ

の結果，期待感最大位置から断面不可視領域率の消滅ま

での残り時間がほぼ一定の値を示した．そこで，さらに

皿軸

主成分負荷量による
　被験者の布置図

轟

露

響

覆

H軸

主成分得点による
バターンの布置図

　号㌦
　：髄5．
1軸　▼庫馳

　o臣籠
　ロ阿．5巳
　6臣馳
　ワ阿隠
　◆Hz馳

図一7被験者の評価傾向（主成分分析結果による）
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通路空間幅員別の通路空間高さ幅員比と期待感最大位置の関係
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○

つ

期待感最大位置から目的空間の空間形状を認識できる頂

点可視位置までの残り時間‘を図一10のように定義し，

位置の最頻値からパターシ別の分布を求めた（図一1D．．

その結果，頂点可視位置から一定時間前の位置で期待感

は最大になり，その時間は約3．6秒である．このことか

ら，空間拡大において，通路高さと目的空間半径より，

最大位置の予測が可能となった．

15｝予測値による期待感の最大位置

　頂点可視位置までの残り時間3．6秒を用いて期待感最

大位置の予測を行った結果を図一12に示ず図一8に示す

実験値と比較すると予測値との相違が少なく，当てはま

りの良い値が得られていることがわかる．

5，期待感最大強さの予測

1期待感最大強さを予測するためにCGアニメーション

映像を用いた評価実験を行い，閉塞空間における期待感

最大強さの予測を行う．

響を受けていることから，1軸，H軸のそれぞれの主成

分得点を期待感強さとして，物的条件との関係を明らか

にする．通路高さ幅員比と期待感最大位置強さの関係を

図一14に示す．期待感は通路幅員が狭く，目的半径が大

きい方が強く，通路高さ幅員比が小さい方が強い期待感

（1軸）と，通路高さ幅員比がα75，LO付近で弱い期待感

（H軸）がある．

1：

1：

　　l　　　l月障皿

巳5　　　¢75　　　　1．o

通路空間幅さ幅員比：〃彫

i酔舳

，・ 、…　　　曹一匿・－r曹「，9・幽9

：琳1

゜－’”噛’ 7”「」噛・．

　　　　　　　1．250．5　　　　巳75　　　　LO　　　1．25a5　　　　に75　　　　1．O　　　I．跳

　　　　　　　　　通路空間高さ幅員比：月ノ躍通路空間高さ幅趾ヒ：月ノ躍

凡例一：R己i5凪一一一：Ri2舳一一訳＝25雄一・・一：RE3晦一・一液＝35ロ

図一12予測値における通路空間高さ幅員比と期待感最大位置の関係

　　　　　　　　　口軸：通路高さ幅員比変化

．　　　じ

m実験内容

　空間拡大における期待感最大強さと物的条件の関係を

明らかにするため，CGアニメーション映像としてモデ

ル化した空間拡大の空間構成を用いて期待感最大強さの

評定を行った．実験は4の（1）項と同手順，同被験者で

ある．期待感強さの評価方法は，標準刺激を100として

比較刺激の大きさを求めるME法を用．いた．標準刺激に

は期待感を強く感じる位置の静止画像を用いた．実験期

日は平成13年11月13～16日である．

②被験者の評価傾向

　はじめに，15名の評定結果における個人差を検討する

ため，評価値（ME値）を対数変換しその値の分布を求め

た，その結果，分析対象被験者の内1名を除いた．次

に，被験者を変数対象空間をサンプルとし主成分分析

を行った．その結果　H軸までで46％の寄与率となり，

皿軸以下の寄与率は低い．図司3に主成分負荷量による

被験者の布置図を示す．各軸と対象空間の物理量の関係

を分析した結果主成分得点から，1軸（寄与率31％）は

通路空間高さ変化，1軸（寄与率16％）は通路空間高さ幅

員比変化，の軸とそれぞれ解釈された．このことより，

被験者の期待感評価は通路空間高さ変化に影響される評

価と，通路空間高さ幅員比変化に影響される評価の二つ

の評価傾向が存在するζとが判明した，

1茎

一
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　　io．　鑑
　　　　　讐

　　　　　蔓

　　　　　化
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　　　　　　　主成分負荷量による
　　　　　　　　被験者の布置図

図一13被験者の評価傾向（主成分分析による）
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｛3｝期待感最大強さと物的条件の関係

期待感最大位置における強さは，二づの軸によって影

　　　　　　　　　　　　　　5a　　　　　　　L
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　　図一14通路空間高さ幅員比と期待感強さ

表一3’期待感強さの予測式，（回帰式）

空間断面評価型期待感強さ〔1軸主　分得点⊃　　　㌔

鼠相閲係敗　9噌．93　鼠組聞決定係敗　R2・0．82

　・　　　　　　・　　　　　　　査意＿昨通路空問高さ
Yコ曹O，203H一唱，788鼠！r十7．59D5－6．7Z4炉十3．3B5「

　　　　　　　亜さ曲諏
　　　16皿くrく8，，O．5伽く1．25，．L5鳳敬く35■｝

y：期待盛強さ11軸主成分得点i

彫腔通蹟空間高さ幅員比
Sゴ面積不可視悟域卑
陰断面不可視債域串

空問体膜騨伍型湖待感強さ（旺軸主成分得点，

璽指闇係敗　R30．65　露植関決定係数　RZ菖0』3

蜘Y．【0．390贋0．311「・O．0457配一6．【62

　弧ざ曲線
　　　【馳くげくS駄0．5く曜ワぐ且．25，1馳くπ〈聞岨

￥：期待感強さ［皿軸主成分得点1

μ：体積不可視領斌寧

7：通路空間幅貝

康目的空閏半径
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【4醐待感最大強さの予測

　期待感最大強さを予測するため，期待感強さ（1軸主

成分得点，1軸主成分得点）を目的変数，物的条件を説

明変数として重回帰分析を行った．説明変数には，期待

感最大位置及び期待縣強さに影響を与える物的条件から

選定した，通路空間幅員彫通路空間高さ瓦通路空間

高さ幅員比π／吼　目的空間半径R，及び，期待感の予測

最大位置（秒数）z期待感最大位置に影響を与える不可

視領域率ひの計8変数を用いた，その結果，主成分の寄

与率による差はあるが，重相関係数が砿93，．a65の予測

として†分に高い精度の画帰式を得た（表一3＞

　　　㈲予測式による期待感最大強さ

　　　　通路空間高さ幅員比と回帰式より予測した期待感最大

　　　強さ（1軸，H軸）の関係を図一15に，期待感予測最大位置

　　　における不可視領域率との関係を図一16に示す期待感

○認羅盟議犠紮灘慧離顧毘
　　　研㈱験さ傾きとなり，主に通路空間から目的空間への

　　　断面変化による影響が強いため，断面型期待感強さであ

　　　る．同様に，期待感強さ（H軸〉の回帰式は，体積不可視

　　　領域率〔ノが強さ曲線，通路〃と目的空間半径Rが強さ傾

　　　きとなり，’主に通路空間から目的空間への空間体積変化

　　　による影響が強いため，体積型期待感強さである．

つ

6。結論

　地下空間における期待感の空間構成は，空間曲折，高

低差上り，高低差下り，空間拡大，空間縮小，空間分

離目標物の存在，に7分類され，期待感が最大となる

位置が存在する．

　本研究では，空間拡大の場合であるボールト型通路に

ドーム空間が接続された空間構成において期待感実験を

行った結果，以下の結論を得た（図一17）．
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図一16予測式における通路空間高さ幅員比と不可視領域率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・目的空間半径が広い方が．期待感は強い

頂点可視位置の3．6秒前あたりで期待感は強まる

　　　　　　　　経過秒数　　　　：丁
　　　　　　　　期待感の強さ　　：強くトー一一弱
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図一17期待感最大位置及びその強さと物的条件の関係

145



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
期待感最大位置は，先の空間の全容を平面的か断面的

に認識でぎる位置が重要であり，その変数としての平面

不可桿領域率，断面不可視領域率，及び体積不可視領域

率炉関連すう．期待感最大位置の予測が十分可能であ

る．本研究のドーム空間に於いては，断面不可視領域率

との関連が最も蒙く，期待感最大位置は頂点可視位置か

ら一定時間前（本研究の場合，約3．6秒）の位置である．

　期待感最大強さには，面積不可視領域率と断面不可視

領域率という二つの変数変化に影響を受ける断面型期待

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ感強さ．（7割）と，体積不可視領域率の変数変化に影響を

受ける体積型期待感強さ（3割）がある．断面型期待感強．

さは，通路幅員が狭い方が期待感は強くなり，体積型期

待感強さにおいては，通路高さ幅員比が0，8程度で弱くな

る．また，通路空間に対し，目的空間半径が大きい方

が，期待感は強くなる．

○注
　　　　注1参考文献4），5｝，6）を参照．

　　　　注2参考文献8｝，9〕．ID），1n‘，12）を参照；

　　　　注3調査対象｝よ多くの人々に利用され魅力的で先進的事例

　　　　　と考えられる地下空間を選定した．

　　　　注44名の調査員はすべて土木及び建築関係の研究者であり，

　　　　　事前に期待感の概念を十分に認識していた，

　　　注5参考文献8｝を参照．

　　　注6期待感を与える街路の空間構成として①空間が連続

　　　　　②空間が曲がる③高低差がある④空間が分節⑤先に

　　　　　まとまりがある⑥空間が拡散⑦空間が分離⑧空間に

　　　　　より分離⑨目標物の存在の9分類している．

　　　注7VTR映練の画角は水平方向約40：垂直方向約273である．

　　　注8空間形状が変化するその地点や，同じ形状が続いている

　　　　　空問であっても壁や柱などで分けられている場合分けら

　　　　　れるその地点のことを分節点としている．
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ANTICIPATION　POINT　AND　ANTICIPATION　LEVEL　m　EXPANDING　SPACE
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　　　　　　　　　　and　Kana　KATSUZAKI
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